
実施機関名：国立情報学研究所
企画名：情報学のトップ才能からエリートへ－才能の発掘、接続、達人の養成－

【特色】
世界のトップクラスの数学理解、アルゴリズム理解、プログラミング・ソフトウェア開発能力等を持つ中高生・高専生に、最先端の情
報学研究に触れてもらい、さらに受講生自身が日本の情報学分野のトップクラスの研究者と共同研究を行います。科学技術振興
機構（JST）の戦略的創造研究推進事業であるさきがけ/ACT-Xの研究者、情報オリンピックや各種プログラムコンテストの上位経験者から
なる若手研究者（メンター）陣が、受講生とグループを作り研究構想について助言・指導を行います。本プログラムは、国立情報学研究所が
情報処理学会、情報オリンピック日本委員会と協力して推進しています。

【企画概要図】 【具体的なプログラム内容】

大学研究室訪問
情報処理学会全国大会
ポスター発表

実施体制

情報科学の達人プログラムの未来と
エコシステム構築への構想
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